
　
九
月
十
〜
十
二
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
４
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
」。�

計
根
別
か
ら
は
十
三
頭
の
出
品
と
な
っ
た
。�

　
共
進
会
で
は
、
若
い
世
代
の
活
躍
に
よ
り
上
位
入
賞
牛
も
数
多
く
、
な
か
で
も
第
四
部
で
ハ
イ
エ
ス
ト�

フ
ァ
ー
ム
の
「
Ｈ
Ｅ
Ｆ  
ジ
ヤ
ン  

ジ
ヨ
ー
ク
」
が
全
道
を
制
し
、
計
根
別
農
協
史
上
に
残
る
偉
業
を
成
し�

遂
げ
た
。�
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九
日
に
早
来
入
り
し
た
当
農
協
の

出
品
牛
た
ち
。大
き
な
故
障
も
無
く
、

十
一
・
十
二
日
の
審
査
に
臨
み
、
管

内
共
進
会
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
、

大
活
躍
を
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
、
当
農
協
で
最
初
に
登
場
し

た
の
は
第
二
部
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
初
出
品
の
須
崎
智
裕
さ
ん
の
「
エ

ア
ロ
ス
タ
ー
　
ギ
ブ
ソ
ン
」。
入
賞

を
果
た
し
て
計
根
別
チ
ー
ム
を
追
い

風
ム
ー
ド
に
乗
せ
ま
し
た
。

続
い
て
の
第
四
部
で
は
当
農
協
史

上
初
の
喜
ば
し
い
結
果
に
。
ハ
イ
エ

ス
ト
フ
ァ
ー
ム
出
品
の
「
Ｈ
Ｅ
Ｆ

ジ
ヤ
ン
　
ジ
ヨ
ー
ク
」
が
第
一
回
目

の
ト
ッ
プ
で
の
引
き
出
し
後
、
そ
の

ま
ま
序
列
を
保
ち
、
当
農
協
の
悲
願

で
も
あ
っ
た
全
道
で
の
一
等
一
席
に

輝
き
ま
し
た
。

前
の
部
の
喜
び
も
覚
め
や
ら
ぬ
う

ち
に
開
始
さ
れ
た
第
五
部
で
は
、
今

年
初
め
て
管
内
共
進
会
を
制
し
、
念

計根別から１等に４頭の大活躍�計根別から１等に４頭の大活躍�

史上初の
�

快挙!
史上初の

�

快挙! ハイエストファーム出品牛が全道1位に��ハイエストファーム出品牛が全道1位に��
2004北海道ホルスタインナショナルショウ�

国
内
随
一
の
乳
牛
の
祭
典
「
２
０
０
４
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ョ
ウ
」
が
九
月
十
〜
十
二
日
に
、
早
来
町
の
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

道
内
外
か
ら
約
三
百
八
十
頭
、
根
室
地
区
か
ら
は
八
月
の
管
内
共
進
会
を
勝

ち
抜
い
て
出
場
権
を
得
た
、
十
勝
に
次
ぐ
多
頭
数
の
五
十
七
頭
を
出
品
。
当
農

協
か
ら
も
こ
れ
ま
で
の
最
多
タ
イ
記
録
と
な
る
十
一
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

初出品の重圧も何のその。
須崎さんとエアロスター ギブソン号

第4部1等1席の表彰を受ける
ハイエストファームの二瓶義則さん
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　　　　　　　　　　　　　　　主任審査員：高橋　茂氏（社）家畜改良事業団十勝種雄牛センター場長�

第２部　２等６席（12位）　BY エアロスター ギブソン　　　　　　　　　　　須崎　智裕�
第４部　１等１席（１位）　HEF ジヤン ジヨーク　　　　　　　　　　　　　  ハイエストファーム�
第５部　１等５席（５位）　ラツキーフアーム キヤツプ アスター　　　　　　 漆原　俊之�
　　　　３等６席（19位）　メモリー レーシスト ジヨーダン　　　　　　　　 北村　　篤�
第６部　２等５席（10位）　メルテイリツジ ラデユツク コピア　　　　　　　 本田　正志�
第７部　３等３席（24位）　スターフイールド ヒンペル タブ クレスト　　　　星野　　淳�
　　　　３等10席（31位）　HEF リーエス アリシア ET　　　　　　　　　　　ハイエストファーム�
第９部　１等３席（３位）　スターフイールド ヒンペル カウント リリツク　　星野　　淳�
第11部　２等３席（９位）　ケネカランド ライアン B デリア　　　　　　　 　 本田　　勉�
第12部　１等４席（４位）　サベージ セルマ ルーテル　　　　　　　　　　　 サンハイファーム�
第13部　２等４席（９位）　サンハイ アイデアル チヤーリー シーク　　　　　サンハイファーム�

2004北海道ホルスタインナショナルショウ出品結果�
�

願
の
全
道
初
出
品
を
果
た
し
た
漆
原

俊
之
さ
ん
の
「
ラ
ツ
キ
ー
フ
ア
ー
ム

キ
ヤ
ツ
プ
　
ア
ス
タ
ー
」
も
見
事
に

一
等
五
席
に
入
賞
。
第
六
部
で
も
、

本
田
正
志
さ
ん
の
「
ラ
デ
ユ
ツ
ク

コ
ピ
ア
」が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

初
日
の
締
め
く
く
り
は
第
九
部
、
ジ

ュ
ニ
ア
三
歳
ク
ラ
ス
の
星
野
淳
さ
ん

出
品
の
「
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
　
ヒ

ン
ペ
ル
　
カ
ウ
ン
ト
　
リ
リ
ツ
ク
」。

一
等
三
席
を
獲
得
。
出
品
し
た
八
頭

の
う
ち
、
惜
し
く
も
三
頭
は
入
賞
を

逃
が
し
た
も
の
の
一
等
入
賞
三
頭
、

二
等
入
賞
二
頭
と
、
最
高
の
形
で
初

日
を
終
え
ま
し
た
。

審
査
二
日
目
も
出
品
し
た
経
産
牛

三
頭
す
べ
て
が
上
位
入
賞
。
第
十
一

部
の
四
歳
ク
ラ
ス
の
「
Ｂ
デ
リ
ア
」

（
本
田
勉
さ
ん
）、
第
十
三
部
、
成
年

ク
ラ
ス
の「
チ
ヤ
ー
リ
ー
　
シ
ー
ク
」

（
サ
ン
ハ
イ
フ
ァ
ー
ム
）
の
二
等
入

賞
は
も
ち
ろ
ん
、
第
十
二
部
、
五
歳

ク
ラ
ス
に
サ
ン
ハ
イ
フ
ァ
ー
ム
が
出

品
し
た
「
サ
ベ
ー
ジ
　
セ
ル
マ
　
ル

ー
テ
ル
」
が
一
等
四
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。

現
在
、
計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連

合
会
の
会
長
を
務
め
る
ハ
イ
エ
ス
ト

フ
ァ
ー
ム
の
二
瓶
義
則
さ
ん
は
「
全

道
の
一
等
一
席
と
い
う
共
進
会
を
始

め
た
こ
ろ
か
ら
の
大
き
な
夢
の
一
つ

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
嬉

し
い
が
、
今
の
計
根
別
の
若
い
人
た

ち
の
共
進
会
に
対
す
る
盛
り
上
が
り

が
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
と
思
え
る
こ
と
の
方
が
も
っ
と

嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

初出品で見事1等入賞を果たした
漆原さんとキヤツプ アスター号

ジュニア3歳1等3席の
SF.ヒンペルカウツトリリツク号と

星野さん

5歳クラス1等4席のサベージ セルマ ルーテル
（サンハイファーム）の勇姿

ハイレベルだった第6部の2等5席は立派。
本田正志さんとラデユツク コピア号（左）

4歳クラス2等3席と上位入賞の
B デリア号と本田　勉さん
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九
月
二
十
三
日
、
今
年
で
三
度
目

の
参
加
と
な
っ
た
〝
第
八
回
別
海
町

駅
伝
競
走
大
会
〞
。当
日
の
天
候
は
、

前
日
ま
で
降
り
続
い
た
激
し
い
雨
も

ウ
ソ
の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
絶
好
の

駅
伝
日
和
と
な
っ
た
。

駅
伝
大
会
に
参
加
し
た
チ
ー
ム
数

は
、
前
年
よ
り
四
チ
ー
ム
減
の
二
十

一
チ
ー
ム
。
Ｊ
Ａ
計
根
別
で
は
青
年

部
員
、
職
員
の
十
三
名
に
よ
り
結
成

さ
れ
た〝
Ｊ
Ａ
計
根
別
青
年
部
〞〝
青

年
部
・
職
員
〞
の
二
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
鈴
木
直
良
（
西
竹
）
監
督

の
も
と
七
月
か
ら
の
練
習
成
果
が
発

揮
さ
れ
、
初
の
入
賞
（
六
位
）
も
期

待
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会
前

に
な
っ
て
ケ
ガ
に
も
悩
ま
せ
れ
、
足

の
ツ
メ
を
割
る
部
員
、
軽
い
肉
離
れ

と
な
っ
た
部
員
な
ど
で
苦
し
い
戦
い

と
な
っ
た
。

ケ
ガ
と
も
戦
う
過
酷
な
駅
伝
。
不

安
な
面
持
ち
の
選
手
た
ち
が
各
ス
タ

ー
ト
位
置
へ
移
動
。
午
前
十
時
の
ス

タ
ー
ト
と
と
も
に
緊
張
が
高
ま
っ

た
。
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
遠
軽
・
釧

路
自
衛
隊
、
帯
広
畜
産
大
学
が
圧
倒

的
な
速
さ
に
よ
り
他
チ
ー
ム
を
翻

弄
。
第
五
区
に
な
っ
て
十
七
チ
ー
ム

が
繰
り
上
げ
発
走
を
誰
も
が
予
想
し

た
。
し
か
し
、
残
り
数
分
で
各
チ
ー

ム
が
タ
ス
キ
を
片
手
に
続
々
と
第
五

区
に
駆
け
込
ん
で
き
た
。
そ
の
な
か

に
Ｊ
Ａ
計
根
別
の
二
チ
ー
ム
も
加
わ

り
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

結
果
は
、
青
年
部
チ
ー
ム
が
十
一

位
、
青
年
部
・
職
員
チ
ー
ム
が
十
九

位
と
な
っ
た
が
、
選
手
た
ち
の
頑
張

り
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。

【
Ｊ
Ａ
計
根
別
青
年
部
】

一
区
5.5
㎞

宍
戸
　
洋
行（
大
　
成
）

二
区
4.6
㎞

遠
藤
　
慎
也（
養
老
牛
）

三
区
4.5
㎞

杉
本
　
聡
史（
西
　
竹
）

四
区
6.4
㎞

柵
木
　
知
也（
西
　
竹
）

五
区
4.7
㎞

河
本
慎
太
郎（
大
　
成
）

六
区
7.6
㎞

中
村
　
正
博（
養
老
牛
）

【
青
年
部
、
職
員
】

一
区
5.5
㎞

高
橋
　
顕
吾（
大
　
成
）

二
区
4.6
㎞

久
保
　
拡
伸（
上
標
津
）

三
区
4.5
㎞

鈴
木
　
直
良（
西
　
竹
）

四
区
6.4
㎞

村
井
　
和
由（
中
標
津
）

五
区
4.7
㎞

深
見
　
亮
（
職
　
員
）

六
区
7.6
㎞

斉
藤
　
浩
平（
大
　
成
）

補
　
　
欠

藤
田
　
恒
久（
職
　
員
）

選手たちの健闘により�
参加２チームが見事に完走�

選手たちの健闘により�
参加２チームが見事に完走�

選手たちの健闘により�
参加２チームが見事に完走�

選手たちの健闘により�
参加２チームが見事に完走�

第8回別海町駅伝競走大会�第8回別海町駅伝競走大会�

青年部チームのアンカーを務めた
第6区 中村正博くん

青年部・職員チームの
第6区 斉藤浩平くん

開会式で緊張した表情の選手たち皆の気持ちを一つにして〝気合いだーっ〟繰り上げスタートの不安を抱えた
第5区スタート地点
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Ｊ
Ａ
計
根
別
酪
農
技
術
向
上
対
策
委
員
会
で
は
、〝
よ
り
安
心

な
生
乳
生
産
環
境
の
維
持
、向
上
〞〝
よ
り
安
全
で
高
品
質
な
生

乳
生
産
、出
荷
〞を
目
的
と
し
て
八
月
十
九
日
に
農
場
環
境
審
査

会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
関
係
十
二
団
体
、
約
四
十
名
が
参
加
。
組
合
員
全

戸
を
対
象
と
し
て
十
八
班
編
成
に
よ
り
審
査
会
が
取
り
進
め
ら

れ
た
。
審
査
内
容
は
、
生
活
環
境
、
生
産
環
境
、
生
乳
処
理
室

に
分
け
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
本
年
は
糞
尿
処

理
法
の
施
行
に
伴
い
現
状
の
糞
尿
処
理
及
び
管
理
内
容
が
調
査

さ
れ
た
。

農
場
審
査
会
に
参
加
さ
れ
た
委
員
さ
ん
か
ら
は
「
牛
舎
周
辺

の
環
境
整
備
に
対
す
る
意
識
が
年
々
向
上
し
て
い
る
」「
処
理

室
周
辺
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
整
備
が
進
み
、
衛
生
的
な
集
乳
環
境

が
整
備
さ
れ
た
」「
古
い
施
設
で
も
綺
麗
に
管
理
さ
れ
て
い
る

事
例
も
多
か
っ
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
組
合
員
皆
様

の
ご
努
力
と
意
識
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
審
査
会
と
な
っ
た
。

良質乳�
生産共励会�
良質乳�

生産共励会�
H16

農場環境審査会�

花と芝生で見事に整備された庭先
（渡辺安二牧場）

とても衛生的に管理されているパーラー内
（下川原幸男牧場）

牛乳集荷道路も整備が進みました
（中田富夫牧場）

衛生的な処理室内
（喜来信一牧場）

芝生の整備で景観もバツグンZ
（ハイエストファーム）

専用棚を設置して、搾乳器材を整理整頓

綺麗に管理された既存牛舎
（影山健一牧場）

環境美化を意識した大きな花壇
（西崎真澄牧場）

畜舎周辺の優れた環境整備
（坂地定義牧場）
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中
標
津
町
と
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
川
崎
市

の
小
中
学
生
が
交
流
事
業
「
ふ
れ
あ
い
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
通
じ
て
八
月
二
十
三

〜
二
十
六
日
の
四
日
間
に
て
養
老
牛
小
中

学
校
を
訪
れ
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

交
流
事
業
は
、
二
班
に
分
か
れ
寺
坂
信

秀
さ
ん
、
株
田
宏
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場

で
行
わ
れ
、
両
校
の
生
徒
が
対
面
式
に
て

激
励
の
こ
と
ば
、
お
礼
の
挨
拶
が
交
わ
さ

れ
、
農
業
体
験
学
習
と
し
て
牧
場
見
学
が

行
わ
れ
た
。
川
崎
市
児
童
は
見
る
も
の
全

て
が
初
め
て
の
体
験
と
な
り
、
牛
舎
へ
移

る
と
牛
舎
の
大
き
さ
、
牛
の
多
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
Y
「
へ
え
ー
？
は
あ
ー
？
」
と
驚
く

ば
か
り
の
子
供
た
ち
。
し
か
し
、
育
成
舎

で
は
子
牛
を
見
た
途
端
「
子
牛
だ
Y
カ
ワ

イ
イ
ー
」
と
子
供
た
ち
の
大
半
が
記
念
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
坂
さ

ん
の
好
意
で
エ
サ
給
餌
体
験
を
行
っ
た
と

こ
ろ
川
崎
児
童
は
も
う
大
喜
び
。
で
も
地

元
子
供
た
ち
は
何
故
か
知
ら
ん
ふ
り
Y

そ
の
後
、養
老
牛
小
学
校
へ
と
移
動
し
、

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
大
ハ
シ
ャ
ギ
。
や
っ
ぱ

り
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
子
供
た
ち
。
最

後
の
締
め
括
り
は
養
老
牛
温
泉
で
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
み
、
夏
休
み
の
い
い
思
い
出

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

八
月
二
十
三
日
、
計
根
別
農
協
で
は
ス
タ
ン
ド
建
設
工

事
に
係
る
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
工
事
の
無
事
を
祈
る
関
係

者
約
四
十
名
が
集
い
盛
大
に
開
か
れ
た
。

地
鎮
祭
で
は
、
組
合
長
が
挨
拶
「
立
派
な
建
物
を
建
設

さ
れ
る
と
と
も
に
工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
」
と
話
さ
れ

た
。ス

タ
ン
ド
の
完
成
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
中
旬
と
な

り
、
現
在
の
ス
タ
ン
ド
も
洗
車
場
へ
と
改
修
工
事
が
進
め

ら
れ
、最
終
工
期
は
十
二
月
上
旬
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
完
成
後
は
、
広
い
敷
地
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
も

考
え
ら
れ
て
お
り
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
充
実
し
た
事
業
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

スタンド建設工事�

地鎮祭が終了�

川崎市児童と養老牛小中学校が親善交流、養老牛にて農業体験学習�川崎市児童と養老牛小中学校が親善交流、養老牛にて農業体験学習�

地鎮祭には、農協役員をはじめとする関係者約40名が出席

スタンド建設工事の安全を祈願地鎮祭で挨拶を行う纐纈組合長

対面式では、すこし照れた表情の子供たち

寺坂牧場にて本人自らがパーラー内を説明

激励のことばを贈る味元くん



第30回北根室地区農村女性講座を開催します�第30回北根室地区農村女性講座を開催します�第30回北根室地区農村女性講座を開催します�
とき：平成16年11月８日（月）　ところ：中標津町総合文化会館「しるべっと」�

主催：北根室地区農業改良協議会、普及センター�

八
月
二
十
六
〜
二
十
七
日
に
か
け
て
「
二

〇
〇
四
年
度
東
北
、
北
海
道
地
区
女
性
組
織

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
山
形
県
上
山
市
の
か

み
の
や
ま
温
泉
「
古
窯
（
こ
よ
う
）」
で
開

か
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
〝
Ｊ
Ａ
女
性
か

わ
ろ
う
、
か
え
よ
う
宣
言
を
掲
げ
て
…
〞
を

全
体
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
の
代
表
者
約
三
〇
〇
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。初

日
は
、
山
形
県
商
工
労
働
観
光
部
振
興

部
課
長
正
木
氏
の
記
念
講
演
「
お
い
し
い
山

形
、
観
光
一
体
の
地
域
お
こ
し
」
と
題
し
、

メ
ジ
ャ
ー
で
な
い
県
の
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
に
、
農
業
は
最
高
の
観
光
資
源
と
位
置
づ

け
、
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
確
実
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
分
散
会
と
な
り
「
食
と
農
」

「
共
同
参
画
」
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
私
は
「
食
と
農
」
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
大
失
敗
。
私
は
て
っ
き
り

食
の
安
全
・
安
心
や
食
育
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
提

言
者
が
産
直
の
話
し
を
始
め
て
し
ま
っ
た
の

で
、
そ
れ
に
沿
っ
た
話
題
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
方
は
産
直
を

し
て
い
る
人
た
ち
（
道
内
は
二
名
の
参
加
）

ば
か
り
で
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
物
を
い
か

に
販
売
す
る
の
か
？
な
ど
に
意
見
が
集
中
。

私
た
ち
も
消
費
者
の
立
場
と
し
て
「
減
農
薬

の
野
菜
な
ど
が
見
直
さ
れ
少
々
高
く
て
も
買

っ
て
い
る
」
な
ど
の
話
し
を
し
ま
し
た
が
、

反
対
に
「
無
農
薬
、
減
農
薬
の
野
菜
を
作
る

の
が
い
か
に
大
変
か
？
ま
た
曲
が
っ
た
キ
ュ

ウ
リ
、
虫
の
つ
い
た
野
菜
な
ど
は
買
っ
て
く

れ
な
い
の
で
減
農
薬
と
く
に
無
農
薬
野
菜
な

ど
無
理
な
話
し
」
と
ま
で
言
わ
れ
、
何
と
な

く
腑
に
落
ち
な
い
分
散
会
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
夜
の
交
流
会
で
は
開
催
地
で
あ

る
山
形
女
性
部
の
皆
様
に
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
う
け
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
組
織
活
動
体
験
発
表
が
（
道
、

県
あ
わ
せ
て
七
名
の
代
表
者
）
が
あ
り
、
北

海
道
代
表
の
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
女
性
部

の
宮
西
純
子
さ
ん
の「
味
噌
つ
く
り
繁
盛
記
」

と
題
し
「
お
ふ
く
ろ
み
そ
」
づ
く
り
で
町
や

Ｊ
Ａ
を
動
か
し
加
工
所
を
建
設
。
年
間
二
十

五
ト
ン
の
み
そ
を
販
売
す
る
ま
で
に
な
っ
た

活
動
事
例
を
発
表
し
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
来
年
は
、東
北
、北
海
道
の
代
表
と
し
て

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
宮
西

さ
ん
に
は
駒
大
苫
小
牧
高
校
同
様
に
全
国
大

会
で
も
最
優
秀
賞
を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
申
し
合
わ
せ
の
採
択
（
内
容
は
後

日
）
を
し
、
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
「
明
日
を
輝
く

た
め
に
」
を
斉
唱
し
、
次
の
開
催
地
で
あ
る

福
島
県
の
会
長
さ
ん
に
よ
り
「
来
年
も
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
待
っ
て
ま
す
」
の
言

葉
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
ハ
ー
ド
な

日
程
で
し
た
が
仲
間
も
た
く
さ
ん
で
き
充
実

し
た
二
日
間
で
し
た
。

東北・北海道地区ＪＡ組織リーダー研修会に参加して
ＪＡ計根別　女性部　部長　水沼　和子

7

リーダー研修会の壇上で 地区女性協 横田会長

記念講演を熱心に聞く参加者。この中に当JA女性部水沼部長も…



元気なおじいちゃん、
　おばあちゃんの紹介
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養
老
牛
温
泉
前
の
交
差
点
に
花
壇
を
設
置�

養
老
牛
温
泉
前
の
交
差
点
に
花
壇
を
設
置�

旭
新
老
人
グ
ル
ー
プ
十
二
名
で�

�

養
老
牛
の
旭
新
老
人
グ
ル
ー
プ
で

は
、
養
老
牛
温
泉
前
の
交
差
点
に
今

年
で
四
年
目
と
な
る
花
壇
を
設
置
し

た
。こ

の
花
壇
は
、
当
時
に
行
わ
れ
た

道
路
工
事
に
よ
り
交
差
点
路
肩
に
歩

道
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
出
来
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
地
元
老
人
グ
ル
ー
プ
が

立
ち
上
が
り
、
養
老
牛
温
泉
へ
向
か

う
メ
イ
ン
道
路
を
花
で
飾
ろ
う
と
十

二
名
の
同
志
が
集
ま
っ
た
。

花
壇
の
設
置
に
は
、
地
元
組
合
員
の
協
力
に
よ
り
花
が
提
供
さ
れ
、
肥

料
や
種
は
老
人
グ
ル
ー
プ
自
ら
が
持
ち
寄
り
毎
年
五
月
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
夏
場
は
、
毎
日
の
水
撒
き
、

と
き
に
は
雑
草
駆
除
も
行
う
日
々
が

続
き
ま
す
。

今
で
は
、
観
光
客
も
交
差
点
付
近

で
立
ち
止
ま
り
記
念
写
真
を
撮
り
、

自
分
た
ち
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
傍
ら
花
を
眺
め
、
心
や
す
ら
ぐ
ひ

と
と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
花
壇
は
、
全
面
に
コ
ス
モ

ス
を
植
え
る
予
定
で
あ
り
、
道
行
く

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

大
成
地
区
で
手
編
み
カ
ゴ
、
カ
バ

ン
づ
く
り
を
楽
し
む
元
気
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
斉
藤
ス
イ
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

大
成
地
区
斉
藤
長
市
さ
ん
（
元
乳

検
検
定
員
）
の
母
親
で
あ
る
斉
藤
ス

イ
さ
ん
は
、
福
島
県
の
出
身
。
明
治

四
十
五
年
二
月
生
ま
れ
の
九
十
三
歳
。

ス
イ
さ
ん
の
日
課
は
、
午
前
中
に

手
編
み
の
カ
ゴ
づ
く
り
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
が
大
好
き
な
ス
イ
さ
ん
は
昼
食

後
の
〝
昼
メ
ロ
〞
は
欠
か
さ
ず
、
カ

ゴ
づ
く
り
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

手
編
み
カ
ゴ
も
今
ま
で
に
二
〇
〇
個

以
上
を
作
り
、
地
元
の
老
人
会
や
町

内
会
の
皆
様
に
配
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。手

編
み
カ
ゴ
を
始
め
た
の
は
十
年

前
。
も
と
も
と
編
み
物
が
好
き
だ
っ

た
ス
イ
さ
ん
は
、
地
元
の
知
人
か
ら

手
編
み
カ
ゴ
を
習
っ
た
こ
と
が
キ
ッ

カ
ケ
の
よ
う
で
す
。
新
聞
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
を
梱
包
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ヒ
モ
を

再
利
用
し
、
カ
ゴ
の
配
色
ま
で
考
え

て
手
編
み
カ
ゴ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
九
十
三
歳
と
な
り
「
何

事
も
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
が
長
生

き
の
秘
訣
」
と
話
す
ス
イ
さ
ん
。
病

院
に
も
通
う
こ
と
な
く
、
薬
も
服
用

せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る
元
気
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
メ
ガ
ネ
が
無
く
と
も
何

と
か
新
聞
も
読
め
る
の
に
は
驚
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味
の
手
編
み
カ

ゴ
を
作
り
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

大成地区
斉藤　スイさん（93）色鮮やかな配色で作り上げられた〝手編みカゴ〟

メガネもかけずにJA広報誌を読むスイさん

無数のコスモスが路肩を埋め尽くす

綺麗に整備された交差点脇の花壇
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年部　　　版�

中
標
津
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
中

標
津
青
年
部
が
主
催
と
な
り

九
月
五
日
に
ゆ
め
の
森
公

園
・
翼
と
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

に
て
〝
じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま

つ
り
〞
を
開
い
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
秋
の
味
覚
を
求
め
て
数
千

人
の
来
場
客
で
賑
わ
い
、
じ

ゃ
が
い
も
掘
り
、
焼
肉
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ウ
な
ど
に

人
気
を
集
め
た
。

当
日
、
参
加
の
依
頼
を
受
け
た
地
区
青
協
で
は
、
子
供

た
ち
に
「
も
っ
と
酪
農
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
子
牛
や

実
寸
サ
イ
ズ
の
乳
牛
模
型
を
会
場
に
設
置
。
牛
を
触
り
、

模
擬
搾
乳
を
体
験
し
た
子
供
た
ち
は
大
満
足
。
極
め
つ
け

は
子
供
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
〝
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
〞
に
よ
る

牛
乳
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
親
子
と
も
ど
も
宣
伝

効
果
は
バ
ツ
グ
ン
Y

当
農
協
青
年
部
も
地
区
青
協
を
通
じ
て
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン

バ
ー
グ
三
〇
〇
食
を
販
売
。
牛
乳
配
布
も
同
時
に
行
い
大

盛
況
の
も
と
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
、
予
想
以
上
の
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

九
月
十
八
日
、
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
た〝
別
海
産
業
祭
〞。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
な
か
天
候

に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

当
青
年
部
は
、
例
年
ど
お
り

〝
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
〞
を

出
店
。
用
意
し
た
約
五
〇
〇
食

の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
買
い
求
め
る

来
場
者
で
テ
ナ
ン
ト
周
辺
は
大

騒
ぎ
。
さ
ら
に
、
関
西
テ
レ
ビ

の
取
材
陣
も
押
し
か
け
、
初
め

て
見
る
巨
大
ハ
ン
バ
ー
グ
に
驚

嘆
。
レ
ポ
ー
タ
ー
の
派
手
な
演
出
効
果
も
あ
り
、
九
月
二
十
三
日
に
放

映
さ
れ
る
映
像
が
楽
し
み
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
の
は
関
西
エ
リ
ア

で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
番
組
に
青
年
部
員
も
少
々
ガ
ッ
カ
リ
。

別
海
産
業
祭
で
も
人
気
を
集
め
た
〝
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
〞
。
あ

る
関
係
者
か
ら
「
来
年
に
向
け
て
ハ
ン
バ
ー
グ
の
量
を
増
や
し
て
欲
し

い
」
と
の
要
望
も
あ
り
、
次
年
度
へ
の
嬉
し
い
悲
鳴
と
な
り
ま
し
た
。

会場には子供たちのヒーロー〝デカレンジャー〟が
牛乳消費拡大をPR

鉄板の準備が完了

ハンバーグの材料を投入

形も整い、あとは焼けるのを待つだけ

今年も長蛇の列となったジャンボハンバーグジャンボハンバーグの人気に関西テレビの取材陣が…
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久保  拡伸（上標津支部）�
Ｓ53．２．14　26才�

Ｑ１．あなたの趣味・特技は？�
Ａ１．柔道三段、ビデオ鑑賞？�
Ｑ２．就農したキッカケは？�
Ａ２．親との約束期限が切れたY23歳まで�
Ｑ３．今、欲しいものはありますか？�
Ａ３．キャビン付きのトラクター�
Ｑ４．今、興味のあることは？�
Ａ４．新しい〝技〟�
Ｑ５．将来の目標は？�
Ａ５．４年後の北京オリンピックをゆったりと�
　　　テレビ観戦できるよう楽をしたい�
Ｑ６．あなたの夢は？�
Ａ６．金メダル�
Ｑ７．友達を紹介してください。�
Ａ７．養老牛支部の遠藤慎也くんです。�
�

Ｑ１．拡伸くんの後ろには何人の仲間が写っているでしょう？�Ｑ１．拡伸くんの後ろには何人の仲間が写っているでしょう？�

①設置時期　平成15年10月�
②価　　格　約10,000円（ロープ代）�
③キッカケ　カラマツの廃材が沢山あり、何かを作ろうと思った�
④苦労話し　高い所に重い木を運んだこと�
⑤そ の 他　近い将来、もう少し大きなツリーハウスを作りたい�
　　　　　　（ツリーハウスを作っている時が一番楽しいそうです）�

ツリーハウス�

　
今
月
は
、
シ
リ
ー
ズ
始
ま
っ
て
以
来
の
珍
し
い
逸
品
　
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
　
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
仕
事
も
一
生

懸
命
、
遊
び
心
も
旺
盛
な
養
老
牛
地
区
の
山
本
照
ニ
さ
ん
。�

　
こ
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
高
さ
四
ｍ
の
所
に
設
置
さ
れ
、
多
目
的

な
用
途
を
兼
ね
備
え
た
山
本
さ
ん
だ
け
の
秘
密
基
地
。
夏
場
の
放

牧
時
期
に
は
牛
を
観
察
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
本
を
読
ん
だ
り
、

少
々
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
か
…
。
と
き
に
は
、
子
供
と
一
緒
に
寝

泊
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
綺
麗
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。�

　
最
後
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
を
愛
す
る
一
人
と
し
て
マ
ナ
ー
も
心
得

て
お
り
「
自
然
の
も
の
を
傷
め
ず
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
残
し
利

用
す
る
の
が
常
識
」
と
話
す
山
本
さ
ん
。
近
い
将
来
に
二
棟
目
の

　
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
　
が
完
成
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

�

　
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
取
材
に
ご
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
山
本
照
ニ
さ

ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

〝
�

〝
�

〝
�

〝
�

カラマツ林の中には�
　　本人だけの秘密基地�
カラマツ林の中には�
　　本人だけの秘密基地�

オーナーの山本照二さん�オーナーの山本照二さん�ツリーハウスから放牧地を見ると�ツリーハウスから放牧地を見ると�

ツリーハウスに�
設置されたテント�
ツリーハウスに�
設置されたテント�

下にはブランコとハンモック�下にはブランコとハンモック�
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八
月
十
二
日
、
計
根
別
支
部
で
は
部
員
と

そ
の
家
族
み
ん
な
で
親
睦
を
深
め
よ
う
と
子

供
も
喜
ぶ
遊
園
地
〝
若
松
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
〞
で
家
族
親
睦
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
車
五
台
に
九

家
族
が
集
ま
り
、
合
計
二
十
四
名
が
参
加
し

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
焼
肉
と
乗

り
物
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、
初
め
て
の

乗
り
物
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
子
供
た
ち
や
食
べ

過
ぎ
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り
気
分

を
悪
く
す
る
部
員
も
い
る
な
ど
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
続
出
。
し
か
し
、
大
人
も
子
供
も
大

き
な
悲
鳴
を
上
げ
て
盛
り
上
が
り
、
参
加
者

も
遊
園
地
に
大
満
足
。
大
好
評
と
な
っ
た
家

族
親
睦
会
「
ま
た
来
年
も
企
画
し
た
い
」
と

役
員
の
喜
来
く
ん
、
岡
部
く
ん
が
話
し
て
い

ま
し
た
。

計根別支部青年活動�

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
例
年
参
加
し
て
い
る
農
協
〝
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
〞
に

自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
無
農
薬
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
メ
ン
バ
ー
宅
の
野
菜
畑

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
付
け
。
収
穫
適
期
を
迎
え
た
九
月
二
十
四
日
に
無
事
収
穫
作
業

を
終
え
た
。

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
約
二
〇
〇
㎏
。
夏
場
の
天
候
も
良
く
、
予
想
以
上
の
収

穫
量
に
メ
ン
バ
ー
も
ビ
ッ
ク
リ
。
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ア
で
は
ど
の
よ
う
に
調
理
さ
れ
提
供
さ
れ
る
の
か
？
が
楽
し
み
で
す
。

さ
ら
に
、
調
味
料
と
し
て
手
作
り
バ
タ
ー
が
使
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
心
の
こ
も

っ
た
一
品
が
会
場
に
…
。

焼肉を囲んで計根別支部のファミリーも大喜びZ

遊園地に大満足の子供たちZ

収穫
した
ジャ
ガイモを

片手にメンバーで記念撮影
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計
根
別
神
社
祭
典
実
行
委
員
会
、
氏
子
総
代
会
で
は
、
本
年

も
計
根
別
神
社
例
大
祭
を
九
月
十
一
、
十
二
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
盛
大
に
開
い
た
。

例
大
祭
の
初
日
は
、
宵
宮
祭
の
素
人
演
芸
大
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
素
人
演
芸
も
歴
史
を
重
ね
、
今
で
は
何
ヶ
月
も
前
か

ら
準
備
に
取
り
掛
か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
参

加
す
る
町
内
会
ご
と
に
年
齢
層
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
老
若
男

女
問
わ
ず
神
社
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
本
祭
で
は
、
朝
八
時
半
よ
り
神
社
境
内
に

て
宝
探
し
、
チ
ビ
ッ
コ
相
撲
が
行
わ
れ
、
元
気
溢
れ
る

子
供
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
正
午
か
ら
は

本
祭
の
メ
イ
ン
と
な
る
祭
典
パ
レ
ー
ド
に
よ
り
山
車
と

御
輿
が
市
街
を
回
り
、
地
域
の
皆
様
を
楽
し
ま
せ
た
。

神
社
祭
の
締
め
は
恒
例
と
な
る
神
社
境
内
演
芸
場
で

の
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
こ
の
日
の
た
め
に
日
頃
か

ら
鍛
え
た
自
慢
の
歌
声
が
披
露
さ
れ
、
地
元
の
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
十
数
名
が
熱
唱
。
さ
ら
に
、
今
年
は
若
い
世

代
の
飛
び
入
り
参
加
も
目
立
ち
、
演
芸
場
前
で
は
歓
声

と
拍
手
の
渦
が
起
こ
り
、
な
か
に
は
ス
テ
ー
ジ
、
境
内

で
踊
り
だ
す
観
客
も
い
る
ほ
ど
で
し
た
。

子供神輿でワッショイZワッショイZチビッコ相撲〝ガンバレZガンバレZ〟カラオケ大会を
盛り上げた張本人

東会の子供たちがピカチュウを一生懸命踊りました

西和会の子供たちも氣志團でノリノリZ

旭会の〝スパイダーマン〟右から2番目は何でしょう？ 計根別地区の若い衆で〝牛・牛・モー・モー 牛・モー・モー〟 カラオケ大会を盛り上げるギャラリー



加工品や野菜など安価で販売�
～農業高校が第３回収穫祭～�

�
　中標津町民の方々に、農業高校の製品・活動を広く知ってもらいたく、今年で３回目の収穫祭を企画しました。
この収穫祭では安価で新鮮な農高生手作りの製品をたくさん用意しております。是非、会場へお立ち寄り下さい。�

�
�
�
�
�　 販売内容

�
肉 加 工 品～「知床らうす深層水」使用の肉製品は中農オリジナル商品です。是非、ご賞味下さいませY�
　　　　　　※ウインナーソーセージ・ビーフジャーキー・羅臼昆布ソーセージ　ほか�
　　　　　　　　　　　　　　�乳 加 工 品～まったり美味しい中農乳製品をどうぞお召し上がり下さい。�
　　　　　　※ゴーダチーズ・バニラアイスクリーム　ほか�
�農産加工品～登場Z地元原料使用「イチゴジャム」「ブルーベリージャム」�
　　　　　　※計根別羊羹・ジャム（イチゴ・ブルーベリー）・カップケーキ　ほか�
�野　　　菜～ふぞろいで、数が限定されている野菜達ですが一生懸命育てました。めちゃうまいッスY�
　　　　　　※ジャガイモ・ハクサイ・キャベツ　ほか�
�　　花　　～農高生が丹精込めて育てた鉢花です。�
　　　　　　※シクラメン・ナデシコ・ニューギニアインパチェンス・ベコニア　ほか�
�鉄 加 工 品～完全ハンドメイドですので、同じものは２度とできません。�
　　　　　　※チャリンコくん・その他フラワースタンド　ほか�
�そ　の　他～コーヒー牛乳の無料配布・焼き鳥��

加工品や野菜など安価で販売�
～農業高校が第３回収穫祭～�

�

と　き／平成16年10月15日（金）�
ところ／なかまっぷ（中標津経済センター）�

問い合わせ／北海道中標津農業高等学校　電話 8-2053�
�
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根
室
管
内
農
協
役
職
員

会
で
は
、
役
職
員
の
親
睦

を
深
め
よ
う
と
今
年
で
四

年
目
を
迎
え
る
ミ
ニ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
九
月
二

十
六
日
に
中
標
津
町
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
開
い
た
。

一
昨
年
の
大
会
で
は
、

準
優
勝
の
経
験
は
あ
る
も
の
の
、
昨
年
は
四
位
に

終
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
計
根
別
。
今
年
は
、
地
元
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
職
員
の
意
気
込
み
も
強
く
二

ヶ
月
前
か
ら
週
二
回
の
厳
し
い
練
習
を
重
ね
た
。

大
会
当
日
は
、
管
内
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

か
ら
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
。
計
根
別
か
ら
は
職
員

二
十
三
名
の
二
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
予
選
リ

ー
グ
を
勝
ち
残
っ
た
計
根
別
Ａ
チ
ー
ム
を
含
む
四

チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ
へ
と
進
ん
だ
。

決
勝
リ
ー
グ
（
準
決
勝
）
で
は
、
昨
年
優
勝
チ

ー
ム
の
中
春
別
Ａ
チ
ー
ム
と
対
戦
。
持
ち
前
の
粘

り
と
根
気
で
第
一
、
二
セ
ッ
ト
を
連
取
、
決
勝
へ

と
駒
を
進
め
た
。
決
勝
戦
は
、
昨
年
の
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
と
な
っ
た
宿
敵
標
津
Ａ
チ
ー
ム
と
の
一

騎
打
ち
。
第
一
セ
ッ
ト
は
先
取
し
た
も
の
の
、
第

二
セ
ッ
ト
を
落
と
し
た
。む
か
え
た
第
三
セ
ッ
ト
、

緊
迫
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
小

さ
な
ミ
ス
も
試
合
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
ほ
ど
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
全
員

の
頑
張
り
で
Ｊ
Ａ
標
津
を
抑
え

込
み
、
昨
年
の
屈
辱
を
果
た
し

見
事
に
念
願
の
初
優
勝
と
な
っ

た
。

念願の初優勝を�
飾ったJA計根別�
念願の初優勝を�
飾ったJA計根別�

第4回根室管内JA役職員�
ミニバレーボール大会�

�



北根室管内シバムギ注意報Z

あ
な
た
の
草
地
は
シ
バ
ム
ギ
畑
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

最
近
、
チ
モ
シ
ー
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
シ
バ
ム

ギ
が
目
立
つ
草
地
を
よ
く
見
か
け
ま
す
（
写
真
）。

チ
モ
シ
ー
と
シ
バ
ム
ギ
は
出
穂
す
る
ま
で
は
、

草
姿
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
て
判
別
し
に
く
い
草

種
で
す
。

自
分
の
草
地
に
生
え
て
い
る
の
は
チ
モ
シ
ー
だ

と
思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
シ
バ
ム
ギ
ば
か
り
だ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

―
チ
モ
シ
ー
の
見
分
け
方
―

シ
バ
ム
ギ
と
チ
モ
シ
ー
の
見
分
け
方
は
、
葉
の

付
け
根
部
分
に
違
い
が
あ
り
ま
す
（
図
一
）。
チ

モ
シ
ー
に
は
葉
舌
（
よ
う
ぜ
つ
）
と
い
う
白
い
膜

が
付
い
て
い
ま
す
が
、
シ
バ
ム
ギ
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
し
て
シ
バ
ム
ギ
に
は
葉
耳
（
よ
う
じ
）
と

い
う
鎌
形
の
ヒ
ゲ
が
出
て
い
ま
す
が
、
チ
モ
シ
ー

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
シ
バ
ム
ギ
の
草
地
―

シ
バ
ム
ギ
が
優
占
し
た
草
地
の
サ
イ
レ
ー
ジ
の

栄
養
価
は
、
チ
モ
シ
ー
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
歴

然
と
劣
り
ま
す
（
図
二
）。
つ
ま
り
同
じ
草
地
か

ら
採
れ
る
収
量
と
し
て
は
大
差
が
な
く
て
も
、
栄

養
収
量
と
し
て
考
え
た
場
合
に
大
き
な
差
が
出
て

き
ま
す
。

シ
バ
ム
ギ
は
地
下
茎
で
増
殖
す
る
た
め
、
一
度

草
地
全
体
に
広
が
っ
て
し
ま
う
と
、
駆
除
が
厄
介

な
雑
草
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

等
（
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
）
に
よ
る
前
植
生

処
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

―
シ
バ
ム
ギ
対
策
―

し
た
が
っ
て
シ
バ
ム
ギ
や
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

ラ
ス
等
の
地
下
茎
型
雑
草
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ

う
、
チ
モ
シ
ー
や
マ
メ
科
牧
草
の
密
度
を
保
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
定
期
的
な
石
灰

資
材
の
施
用
に
よ
り
、
草
地
の
ｐ
Ｈ
を
維
持
し
、

適
正
施
肥
を
行
っ
て
チ
モ
シ
ー
の
衰
退
や
マ
メ
科

率
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
度
、
自
分
の
草
地
の
チ
モ
シ
ー
が
シ
バ
ム
ギ

に
占
領
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？
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チモシー（●）に混じるシバムギ（▲）

判別部位� 葉舌� 葉耳� 種子以外のふえ方�

シバムギ�

チモシー�

ない�

ある�

ある�

ない�

地下茎�

分けつ（株）�

図１　葉の付け根で見る判別方法

図２　再生草の草種別TDN含有率
（平成14年北海道普及推進事項）

Ｔ
Ｄ
Ｎ
含
有
率
（
％
／
Ｄ
Ｍ
）
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クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D E

組 合 員 ３月31日現在�
　正組合員数　　 209人�
　正組合員戸数　　 200戸�
　酪農家戸数　　 177戸�
　准組合員数　　 212人�
　　　　　　　（うち団体５）�
乳牛頭数  ７月調べ�
　経 産 牛　11,652頭�
　未 経 産 牛　  7,714頭�
　合　　　　計　19,366頭�

クロスワードパズル８月号の答え�

キンメダル�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。企画振興係でお受け取り下さい。�
斉藤 長市さん  河本 美幸さん  佐々木 綾さん  後藤 涼子さん  田中 祥太さん�

あ
と
が
き
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二
番
牧
草
収
穫
も
終
え
、
組
合
員
皆
様

も
〝
ホ
ッ
〞
と
し
て
い
る
頃
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
今
年
の
牧
草
収
量
は
充
分
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
牧
草
の
品
質
、
成
分
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
〝
秋
〞
と

言
え
ば
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
週
末
は
ど
の
会
場
で
も
溢
れ
ん
ば

か
り
の
混
み
よ
う
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た

〝
計
根
別
神
社
祭
〞
も
前
夜
祭
で
の
素
人

演
芸
、
神
輿
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
当
農
協
で
も
秋
の
収
穫
祭

と
し
て
〝
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
〞
の
開
催
が

予
定
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
頂

け
る
よ
う
組
合
員
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

cタテのキー
1 テニスやピンポンのプレーヤーが手に
2 物事をおざなりにやってしまうと、後々
もっとできたはずなのにと○○が残っ
てしまうことも

3 機械のパーツ
4 ためしにあれこれすること
5 そのことにかなり詳しい人
6 ドアをコンコンコンと
7 プリーツ
8 あちこち走り回ってニュースを集めてき
ます

9 あとでつじつまがあわないなんてことに
ならないようにみんなで○○○○をあ
わせておこう

11 名古屋名産の平たいうどん
13 こんな状態だけどまだ○○○はあるさ
15 パイプの原料になるブライアーもこの低

木の一種
17 近世、大名に仕えた医師
19 女性の衣装
21 〝かばやき〟にするのが定番
23 俳句で季節を表す言葉
26 砂糖の500倍もあまい人工甘味料
28 ○○○○○での根回しが実って交渉はす

んなりと成立の運びに
30 大地に断層が生ずるほどのはげしい揺れ
31 若葉マークのママならノイローゼになる

ことも
33 ○○は友を呼ぶ
35 夫と死別した女性をいった
37 ＴＰＯにあわせたすばやい機転
38 江戸時代は〝すり〟のことをこういった
39 １日歩き回れば棒になる
40 がっかりと力を落として
42 往来。彼とはこのところまったく○○○

がない
43 江戸で生まれ江戸で育った者が３代続く

と
45 夏木立のなかでミーンミーンと
47 大道に店をだす〝てきや〟
49 根も葉もないいいかげんなうわさ
51 筆を入れさしておく筒
53 シャーロック・ホームズやエルキュー

ル・ポアロ
55 離れ離れに
57 あかがね
59 事故で○○○１週間のけがを
61 ものに色を与える成分
63 恵比寿が釣りあげてニッコリと
64 生活を便利にしてくれる文明の○○
66 乙や丙よりも上位の評価

aヨコのキー
1 老後くらい○○をして暮らしたいな
3 風流など解さない素朴な人
7 江戸から大阪までを６日で走った送達の
スプリンター

10 メーターやラジオビーコンにたよった航
空航法

12 酒に添えて出すちょっとした〝お通し〟
14 ⇔退路
15 あばたも○○○
16 市川団十郎は成田屋、市村羽左衛門は橘

屋、中村富十郎は天王寺屋
18 ２度と立てないように確実に○○○をさ

しておけ
20 会社所有のいくつかの施設を○○○して

なにがしかの資金を
22 ⇔乾季
24 仏道の修行や法要をする所
25 互いにつらなりあったチェーン
27 川のなかに土砂が積み重なってできた州
29 個々のことばの起源
31 腰掛け
32 両刃の刀
34 スルメの原料に
36 まゆから取ったままのシルク
38 チャンス
39 〝うみしか〟とか〝うみうさぎ〟とも呼

ばれる浅海の生きもの
41 ほんとうの利分
43 邪心を改めて仏の正道に帰依すること
44 塩漬けにした肉をいぶした保存食
46 宿泊料の安い粗末な宿屋
48 花札やトランプもこれの一種です
50 大豆を発酵させた調味料
51 吹筒に入れた矢を息でピューッと
52 大声でしかりつけること

54 麒
き

麟
りん

とは１日に○○○も走る駿馬だとか
56 へっつい
58 すべてをねだやしに
60 活魚作り
62 バナナのバーゲンセール
65 10を、英語で
66 ものごとのよりどころ
67 ⇔高利
68 宿主に依存して生活するシラミやダニ
69 出家した修行者

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（8-2556）お願いします。

《締め切り》平成16年10月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」10月号誌上
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〝落　雷〟
８月１日、豪雨とともに計根別地域を襲った落雷。

養老牛地区のある組合員さんの放牧地（立ち木）

に雷が直撃。その傷跡が鮮明に残っており、木の幹

が見事に裂けていました。木陰で非難していた乳牛

３頭もこの落雷で感電死という大きな被害となった。

今
年
も
あ
と
三
ヶ
月
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
番
草
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
も
順
調
に
終
了
し
、
堆
肥
散
布
・
雑
草
処
理

な
ど
に
多
忙
な
毎
日
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、十
一
月
一
日
よ
り
家
畜
排
泄
物
管
理
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

当
農
協
で
は
八
十
六
％
の
施
設
整
備
を
終
え
、
残
る
二
十
五
戸
の
方

も
今
月
末
を
目
処
に
リ
ー
ス
事
業
、
自
己
対
応
等
で
理
解
を
頂
き
対

応
が
で
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
施
設
整
備
が
総
て
で
は
な
い
の
が
悩
み
で
す
。
糞
尿
の

処
理
方
法
が
一
般
の
人
や
水
産
関
係
の
人
に
理
解
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
先
般
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
野
積
み
堆
肥
は
違
法
と
大
々
的
に

放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
実
的
に
今
の
施
設
で
一
冬
の
堆
肥
を
貯
留

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
一
時
的
に
畑
へ
ス
ト
ッ
ク
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
を
一
般
の
方
は
違
法
と
見
る
可
能
性
が

多
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
時
保
管
す
る
場
合
で
も
道
路
か
ら
少
し

で
も
遠
く
に
堆
積
し
、
シ
ー
ト
等
で
被
服
を
す
る
様
に
心
掛
け
て
下

さ
い
。
ま
た
、
河
川
の
近
く
や
雨
水
等
が
流
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る

場
所
へ
の
堆
積
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

私
達
酪
農
家
も
産
業
と
し
て
、
職
業
と
し
て
後
生
に
引
き
継
ぐ
に

は
自
然
・
環
境
に
充
分
に
留
意
し
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
事
を
心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
糞
尿
処
理
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
先
悩
み
の
種
で
す
が
、
自
ら

も
地
域
と
し
て
も
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
な
い
様
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
早
急
の
解
決
策
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の

皆
様
の
良
識
あ
る
判
断
と
行
動
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

纐
纈
　
成
喜


